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【目的】第３報では，現住宅において畳空間がどのような機能を持つ部屋として，どのよ

うに存在しているのかその動向を明らかにすることにより,今後の畳空間の方向性を探る。

【方法】第１報と同じ。
【結果】畳空間の室機能は，畳室で行われている生活行為から判断し定義した。畳室１室

の場合(N＝186),客間ないし予備室が半数以上を占める。残りは居間２割，主寝室1.5割
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存在している。第２報でみたように隣接型の方が独立型よりやや多いが，独立型では８割
が玄関近くに位置している。玄関近くにあるものの６割は客間ないし予備室。隣接型のほ
とんどはリビングにつながっており，居間，客間が各３割を占める。年齢との関連は，夫，
蜜l･-i､Rn 肯じiトでけ宏闇県半数を紹身ろのに対じ。若年層ほど客間の割合が低くなり30
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い住宅で育った人より畳室の多い住宅で育った人の方が多いが，居間の場合は成育住宅の

畳室･洋室数の割合，居間の形式に関係なく存在している。室規模は６畳が半数，ついで８

畳が４割をしめるが，独立型も隣接型も室機能による広さの差はみられない。畳室２室の

場合(N=90),第２報でみたように｢リビング隣接室十独立室｣が３割強を占め，その３割

がリビングに居間ないし茶の間が隣接し，主寝室が独立しているもの。９割の世帯で１室

増室希望がある。畳室のない住宅では半数が客間を希望し，畳室１室以上の住宅では，夫

または妻の個室が２割, 2つめの居間，家事室，納戸などを希望。２つめの居間の場合，室

形式として，畳室，洋室内の一角に畳コーナーなど畳空間を希望する者が８割存在する。
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【目的】中国の都市集合住宅における「上下足分離」の住様式の出現とその進展方向に関

わる実態を把握し、居住者が抱える「上下足分離」に伴う問題点を明らかにした上で、今

　　　　　　　　　　　　　　　　　　晶　　&&　&=　　　k　－　　aa －後の発展方向と平面計画上、考慮すべき点を検討することを目的としている。

　【方法】中国映西省西安市集合住宅の居住者453世帯を対象に質問紙調査と詳細な聴き取

り調査を実施した。調査時期は1999年８月、回収率は78.8%で、有効回収数は357．

　【結果】９割の世帯において、「室内のインテリアが良くなる」などの理由で床を貼ってい

る。さらに９割強の世帯は「床がきれいに保てる」などの理由で、家の入り口で上足から

スリッパに履き替えている。床材に板敷きなどを多く使用しているため、３割強の世帯に

おいて、床座の生活様式が生じている。なお、床座の場所は板敷きなどの貼ってある客庁

　（居間）と臥室（寝室）であった。ところが６割弱の世帯は依然として床座に抵抗感を持

っていることが分かった。さらに、素足でいる部屋の有無と床座の有無との間に強い関連

性がみられた。一方調査対象世帯の６割強は室内では同じ上履きをはき、上履きをはく場
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ている住戸は75世帯あるが、そのうちの６割は浴室（浴槽十洗面十便器
タイプ）だけを他の空間と区別して違う上履きを履いている実態が明ら

かになった。現在「上下足分離」は都市居住者の慣習となっているが、この新しい慣習に
対応する平面計画はなされていない。「家の入り口に履き替え用の空間を設けてほしい」な
どの要求が高く、新しい慣習を考慮した玄関やはきもの収納の平面計画をしていく必要が

ある。
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